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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｑ  30/06     (2012.01)
   Ｇ０７Ｇ   1/12     (2006.01)
   Ｇ０７Ｇ   1/14     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｑ   30/06     ２１０　
   Ｇ０７Ｇ    1/12     ３１１Ｄ
   Ｇ０７Ｇ    1/14     　　　　
   Ｇ０６Ｆ   13/00     ５４０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３１０　
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３３４　
   Ｇ０６Ｆ    3/12     ３７８　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月2日(2018.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グローバルネットワークに接続するサーバーと、
　前記サーバーと前記グローバルネットワークを介して通信可能であり、互いにローカル
ネットワークを介して通信する複数の制御装置と、を備え、
　前記制御装置は、
　前記サーバーと通信可能な状態の場合、前記グローバルネットワークを介して前記サー
バーと通信し、前記サーバーが記憶するサーバー側データを使用して所定の処理を実行し
、
　前記サーバーと通信不可能な状態の場合、前記制御装置自身が記憶する、前記サーバー
側データと同期が取られた制御装置側データを使用して前記所定の処理を実行し、
　さらに、前記サーバーと通信不可能な状態であって、少なくとも一の前記制御装置が自
身の記憶する前記制御装置側データを更新した場合には、前記ローカルネットワークを介
して他の前記制御装置と通信し、他の前記制御装置に対しても、他の前記制御装置が記憶
する前記制御装置側データを更新させる
　ことを特徴とするネットワークシステム。
【請求項２】
　前記サーバー側データ、及び、前記制御装置側データは、会計処理に使用されるマスタ
ーデータであり、
　前記制御装置は、
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　前記サーバー側データ、又は、前記制御装置側データを使用して、前記会計処理を実行
することを特徴とする請求項１に記載のネットワークシステム。
【請求項３】
　前記制御装置は、記録媒体に会計情報を記録する記録機能を有し、前記サーバー側デー
タ、又は、前記制御装置側データを使用して、前記会計情報を記録することを特徴とする
請求項２に記載のネットワークシステム。
【請求項４】
　記録媒体に会計情報を記録する記録装置を備え、
　前記制御装置は、前記記録装置と接続可能であり、前記サーバー側データ、又は、前記
制御装置側データを使用して、前記記録装置に前記会計情報を記録させることを特徴とす
る請求項２に記載のネットワークシステム。
【請求項５】
　一の前記制御装置が、他の前記制御装置に対しても、他の前記制御装置が記憶する前記
制御装置側データを更新させようとした際に、他の前記制御装置による前記制御装置側デ
ータの更新が正常に完了しなかった場合、その旨報知することを特徴とする請求項１乃至
４のいずれか１項に記載のネットワークシステム。
【請求項６】
　グローバルネットワークに接続するサーバーと、
　前記サーバーと前記グローバルネットワークを介して通信可能であり、互いにローカル
ネットワークを介して通信する複数の制御装置と、を備えるネットワークシステムの制御
方法であって、
　前記制御装置は、
　前記サーバーと通信可能な状態の場合、前記グローバルネットワークを介して前記サー
バーと通信し、前記サーバーが記憶するサーバー側データを使用して所定の処理を実行し
、
　前記サーバーと通信不可能な状態の場合、前記制御装置自身が記憶する、前記サーバー
側データと同期が取られた制御装置側データを使用して前記所定の処理を実行し、
　さらに、前記サーバーと通信不可能な状態であって、少なくとも一の前記制御装置が自
身の記憶する前記制御装置側データを更新した場合には、前記ローカルネットワークを介
して他の前記制御装置と通信し、他の前記制御装置に対しても、他の前記制御装置が記憶
する前記制御装置側データを更新させる
　ことを特徴とするネットワークシステムの制御方法。
【請求項７】
　サーバーとグローバルネットワークを介して通信可能であり、ローカルネットワークを
介して他の制御装置と通信する通信部と、
　前記通信部により、前記グローバルネットワークを介して前記サーバーと通信して、前
記サーバーが記憶するサーバー側データと同期が取られた制御装置側データを受信し、受
信した前記制御装置側データを記憶する記憶部と、
　前記サーバーと通信可能な状態の場合、前記通信部で前記グローバルネットワークを介
して前記サーバーと通信し、前記サーバー側データを使用して所定の処理を実行し、
　前記サーバーと通信不可能な状態の場合、前記記憶部に記憶された前記制御装置側デー
タを使用して前記所定の処理を実行し、
　さらに、前記サーバーと通信不可能な状態であって、前記記憶部に記憶されている前記
制御装置側データを更新した場合、前記通信部で前記ローカルネットワークを介して他の
前記制御装置と通信し、他の前記制御装置に対しても、他の前記制御装置が記憶する前記
制御装置側データを更新させる制御部と、
　を備えることを特徴とする制御装置。
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